





















Yang-Leeは1952年に 相転移は袴素 fugacity 平面における状態和の零点の
実軸上での集積点で起ること及び2)S-与 の強磁件的 Ising模型では零点は単位
円上に分布することを示して以来多くの研究がなされ,強磁性的な場合は higerspin







は二次元積分寿示で即 すことが出来,鞍点法によりZ二 号 eNf(xi･yi)とかけるoI
xi,yiは複素x面･複素 y面の鞍点で温度 と磁場 hの関数であるo 複素 Z(-e-2Ph)
面のある領域 Rで Refを最大ならしめる xi,yiが存在するときには
]
lim 亙 PnZ(t･h･N)= frxo,yo) ≡ x(Z)max
で gmaxrz)は Z の正則関数であるo従って拡張されたYang-Leeの定理の対偶によ
りN>N｡のときZJの零点はRに存在しない｡故にRefを最大ならしめる分枝 と二番











decorated latticepointの siteproblem が bondproblem と等価であること
よ りは じめて,Y型の中心の site problernが diluteferroの場合には ▽ 型の
bondproblem と等価であるが, ferro-antiferromixtureの場合には▽ 型で
ないといけないことをのべた.さらに▽ 型の-変型であるIl型 で4角格子 をおお う
とき,そのおおい方が3角格子型が it型であるかによって diluteferro のときは
Pcが異なり, ferro-antiferoのときは後者では Pcがなくなりだらだらと
ferroからantiferro の状態に移ることをのべた.
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